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災害後の生活復興に資する
コミュニティビジネスの可能性

に関する一考察

～阪神･淡路大震災と中越地震の事例分析より

大阪大学 CSCD 菅 磨志保

日時：日時：20082008年年1010月月2424日日 （（14:50~14:50~））
場所：京都大学場所：京都大学 木質ホール木質ホール

第３回第３回 防災計画研発表会防災計画研発表会

報告の概要

１．研究の背景と目的

２．研究方法：分析枠組みと調査概要

３．結果と考察

（１）復興期のｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの事業的特徴

（２）生活復興に果たすＣＢの役割

４．今後の研究課題

→調査研究報告書：→調査研究報告書：((財財))ひょうご震災記念ひょうご震災記念2121世紀研究機構世紀研究機構
http://www.hemri21.jp/bs/pdf/p01_0.pdf

１．研究の背景・目的１．研究の背景・目的
災害＝くらしの災害＝くらしの循環を断ち切る契機循環を断ち切る契機としての災害としての災害

「復興」：循環をつなぎ直す過程「復興」：循環をつなぎ直す過程

住居政策、産業･経済政策（雇用）などのマクロな復興対策はあ
るが、個々のくらしの回復を実現させる有効な方策は皆無

被災者自身（支援者）が、身近なモノや特技で収入を得る努力被災者自身（支援者）が、身近なモノや特技で収入を得る努力

＝＝コミュニティビジネスコミュニティビジネスの試みの試み
「地域資源を活用し経済循環を起こして地域課題を解決していく事業」「地域資源を活用し経済循環を起こして地域課題を解決していく事業」

＊この災害復興期に成立したコミュニティビジネスに注＊この災害復興期に成立したコミュニティビジネスに注
目（＝以下、復興目（＝以下、復興CBCB））

【【研究の目的研究の目的】】
・具体的に何を実施し、どんな成果を出したか（実態を把握し、記述）・具体的に何を実施し、どんな成果を出したか（実態を把握し、記述）
⇒災害復興期に特有な活動の特徴、生活復興に寄与している要素の抽出⇒災害復興期に特有な活動の特徴、生活復興に寄与している要素の抽出

・生活復興に寄与する事業的要素の抽出⇒・生活復興に寄与する事業的要素の抽出⇒ 課題解決に向けた方策課題解決に向けた方策
（社会的提案として、復興計画への位置づけ、復興基金の助成メニュー等）（社会的提案として、復興計画への位置づけ、復興基金の助成メニュー等）

２．研究方法２．研究方法

＊＊分析の枠組み分析の枠組み：：２軸（団体－個人）の設定２軸（団体－個人）の設定

２地点（都市－中山間）の比較２地点（都市－中山間）の比較

⇒⇒事業体（組織）に視点事業体（組織）に視点をおいた分析をおいた分析

起業の契機／地域活動の資源状況

→資源循環を成立させる条件の抽出

⇒⇒被災者個人のくらしに視点被災者個人のくらしに視点をおいた分析をおいた分析

収入／生活時間、社会関係

→主体性・社会性の回復

調査概要調査概要

【【調査Ａ調査Ａ】】 組織に視点をおいた事業分析組織に視点をおいた事業分析
期間：期間：20062006年年99月月--20072007年年22月（補足調査含む）／月（補足調査含む）／20072007年年88月月--（（22事例詳細）事例詳細）

①①被災地被災地NGONGO恊働センター（まけないぞう）恊働センター（まけないぞう）
②②プロジェクトプロジェクト1,21,2（しじみちゃん、他）（しじみちゃん、他）

③③木馬の会、木馬の会、
④④ゆゆいまーいまーるる神戸（弁当の宅配、他）神戸（弁当の宅配、他）
⑤⑤長田神社前商店街振興組合長田神社前商店街振興組合

⑥⑥姉さの会（昼食の提供）姉さの会（昼食の提供）
⑦⑦やまびこの家（体験型宿泊施設やまびこの家（体験型宿泊施設((廃校廃校))の経営）の経営）

⑧⑧和南津生産組合（かわぐちセット）和南津生産組合（かわぐちセット）
⑨⑨えちごそうえちごそうるる（商店連合による通信販売）（商店連合による通信販売）

【【調査Ｂ調査Ｂ】】「中越地震・くらしと仕事調査」個人に視点を合わせた分析「中越地震・くらしと仕事調査」個人に視点を合わせた分析
期間：期間：20062006年年1111月～月～1212月月
対象：長岡市・小千谷市の仮設住宅に入居する成人女性対象：長岡市・小千谷市の仮設住宅に入居する成人女性

【【調査Ｃ調査Ｃ】】CBCBの従事者・活動実績データの収集と分析の従事者・活動実績データの収集と分析
→調査→調査CC’’：：CBCB従事者個人へのヒアリング調査（従事者個人へのヒアリング調査（20072007年年99月月--1111月）月）

【【調査Ｄ調査Ｄ】】文献調査文献調査
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阪神大震災(5)
①ｿﾞｳ ：被災地NGO
②手芸：ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ12
③手芸：木馬の会
④配食：ゆいまーる
⑤通販：長田商店街

中越地震(4)
⑥昼食：あねさの会
⑦宿泊：法末組合
⑧通販：和南津組合
⑨通販：えちごそうる
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３．結果と考察
（１）復興期CBの事業的特徴 【調査Ａ】

�被災地の環境条件に規定された特徴（＝一般CB）
①経済・経営に素人でも可能

②誰もが持っているスキルを活用

③小さなニーズに対応

�復興期のＣＢに特有の特徴（≠一般CB）
復興期の課題解決という同じ枠組の中で目標掲げて

おり、事業展開の要素に強い共通性が見られる

→起業の理由＝被災者に賃金を支払こと

→活用した資源＝ヒト（マンパワー）

a.生産資源、 b.マネジメント資源

c.顧客資源、 d.つなぎ資源

�復興期のＣＢに特有の特徴（≠一般CB）
事業展開の要素に見られる特徴

④コストの極大化（給与を支払うため、ヒトを活用）

⑤短い事業継続期間（“仮設”の事業）

【【結果結果】】一般一般CBCBと異なる特徴の発見＝「復興ＣＢ」と異なる特徴の発見＝「復興ＣＢ」

・起業契機：顧客の求め（需要）より、被災者自身が働く

ため（供給者側の事情）

・活用資源：マンパワー（ヒト）を最も活用

・事業期間：短命。コストがかかる＋人の記憶に災害が

残っている期間が商機

�事業期間の短さ

神戸･阪神及び中越地域のＣＢの事業開始とピーク時
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地震休業から再開（１４）

ゆいまーる神戸

あねさの会

かわぐちセット

やまびこ

えちごそうる

発災後、どのタイミングで事業が始まったを
点線で示している。
神戸･阪神のＣＢは販売額などのピーク時点
と、ピークに比べて販売額などがはじめて
20％を越えた時期と、ピークを通り過ぎて
20％を割った時期をグレーの太線で表してい
る。カッコ内は発災後事業開始までの月数。

被災地ＮＧＯ恊働センター

プロジェクト１・２

木馬の会

長田神社前商店街

３．結果と考察：（１）事業的特徴の考察
 

活用資源軸  

ヒト  モノ  

起業の引き金 軸  

ニーズ  

シーズ  

●ゆいまーる神戸  
●山古志あねさの会  

●長田神社前商店街  

●木馬の会  
プロジェクト 1･2  ●  ●まけないぞう  

えちごそうる●  

● 法末自然の家・  
やまびこ  

●かわぐちセット  

供給先行ヒト資源活用型  

ニーズ重視ヒト資源活用型  ニーズ重視モノ資源活用型  

仮
想
ニ
ー
ズ 

供給先行モノ資源活用型  

３．結果と考察
（2）生活復興に果たすCBの役割
�復興ＣＢは収入と社会性の獲得の両面において
多様な役割を果たしていた 【調査A →Ｃ+C’】

生活（収入･社会生活）における仕事（生活（収入･社会生活）における仕事（CBCB）の役割）の役割

・小額所得の意義

・災害で変化した生活リズムの回復

社会性の回復（獲得）における仕事（社会性の回復（獲得）における仕事（CBCB）の役割）の役割

・協働作業→失われた人間関係の回復

・生産管理への参加→主体性獲得

※新たなﾙｰﾙ（客観的基準）導入→活動活性化
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【調査Ｃ】あねさの会（サービス提供）
・小額でも継続的な収入の意味→民宿再開へ
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【調査Ｃ】ゆいまーる（配食サービス）
・成功への条件

○

○
●

○ ○

ゆいまーる神戸

南落合
仮設住宅

菅の台
仮設住宅

西神第5仮設住宅

西神第7
仮設住宅 1.6キロ

1.2キロ9.3キロ

2.8キロ

10キロ

7.8キロ

区間の距離は直線キロメー
トル。筆者試算の概算

ゆいまーる神戸からの配食距離(一部)

【調査Ｃ】木馬の会（手芸品の生産･販売）
・協働作業を通じた生産管理への参加

上位上位33位の給料支払いの推移位の給料支払いの推移
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【調査Ｃ’】「木馬の会」（手芸品の販売）

活動従事者調査
「木馬の会」給料台帳に記載 ： 53人
→うち、６ヶ月以上活動に従事：１９人

＊「おしごと登録カード」との重複36人
＊19人全て、登録カードあり

「木馬の会」から往復葉書で調査への協力依頼
→給与支払い上位10人中、6人

＋ボランティア（無給の指導者）1人に聴取調査

入退院を繰り返しながら継続。「頼まれて、病院にもタ
オルを持ち込んでゾウを作った」

⑤ Ｊ さん （83,840円）１０番目
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３．結果と考察
（2）CBの役割 【事例分析】

��収入の確保収入の確保：

生活(復興状況)に合せて時間等、調整

��社会性の回復社会性の回復：

協働作業を通じた交流の機会を提供

��主体性の獲得主体性の獲得：

従事者（被災者）が、活動資源の編集にも

参加（=事業の経営）。受援者→支援者へ

４．今後の研究課題

�� 災害･防災研究災害･防災研究 （復興期の生活再建支援）（復興期の生活再建支援）

→事業パターンごとのモデル抽出

�� 市民活動研究市民活動研究 （コミュニティビジネス）（コミュニティビジネス）

→災害という特殊な条件下で、事業成立

に働いたメリットデメリットの検討

�� 持続可能な社会の研究持続可能な社会の研究 （農山村・村おこし）（農山村・村おこし）


